
計画の区分： 学部の設置

　　　　　（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　例）

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　３　大学番号の欄については、平成３１年４月２日付事務連絡「履行状況報告書の提出について

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　（夜間）　　同上

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０４－７１６３－００９６

　　　ｅ－mail　　atsushi.ishida@kaichi.ac.jp

　　担当部局（課）名　教務学生課

　　　職名・氏名　　課長　石田　淳
イシダ アツシ

　　　電話番号　　０４－７１６７－８６５５

令和元年５月１日現在

　作成担当者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

学校法人開智学園　　　

[平成２９年度設置］

　　　　　　　　　　　　　　　注１

開智国際大学　国際教養学部　国際教養学科

届出

大学番号：０００
注３

大学番号：私０５６
注３
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英語ＡⅠ 1 前 1 1 3 英語ＡⅠ 1 前 1 1 4

英語ＡⅡ 1 後 1 1 3 英語ＡⅡ 1 後 1 1 4

英語ＢⅠ 1 前 1 1 3 英語ＢⅠ 1 前 1 1 4

英語ＢⅡ 1 後 1 1 3 英語ＢⅡ 1 後 1 1 4

英語ＣⅠ 1 前 1 1 3 英語ＣⅠ 1 前 1 1 1 3

英語ＣⅡ 1 後 1 1 3 英語ＣⅡ 1 後 1 1 1 3

英語ＤⅠ 1 前 1 1 3 英語ＤⅠ 1 前 1 1 1 3

英語ＤⅡ 1 後 1 1 3 英語ＤⅡ 1 後 1 1 1 3

英語ＥⅠ 2 前 1 1 3 英語ＥⅠ 2 前 1 1 1 3

英語ＥⅡ 2 後 1 1 3 英語ＥⅡ 2 後 1 1 1 3

英語ＦⅠ 2･3･4 前 1 1 英語ＦⅠ 2･3･4 前 1 1 1

英語ＦⅡ 2･3･4 後 1 1 英語ＦⅡ 2･3･4 後 1 1 1

英語ＧⅠ 2･3･4 前 1 1 英語ＧⅠ 2･3･4 前 1 1

英語ＧⅡ 2･3･4 後 1 1 英語ＧⅡ 2･3･4 後 1 1

小計（14科目） － 10 4 0 0 1 0 0 0 兼5 小計（14科目） － 10 4 0 0 1 1 0 0 兼8

論理的思考法 1 前 2 1 論理的思考法 1 前 2 1

論理的表現法 1 後 2 1 論理的表現法 1 後 2 1

プレゼンテーション
Ａ（日本語）

1 後 2 1
プレゼンテーション
Ａ（日本語）

1 後 2 1

プレゼンテーション
Ｂ（English）

2･3･4 前 2 1
プレゼンテーション
Ｂ（English）

2･3･4 前 2 1

小計（4科目） － 0 8 0 0 0 1 0 0 兼1 小計（4科目） － 0 8 0 0 0 1 0 0 兼1

哲学 1･2･3･4 前 2 1 哲学 1･2･3･4 前 2 1 1

倫理学 1･2･3･4 前 2 1 倫理学 1･2･3･4 前 2 1 1

宗教学 1･2･3･4 後 2 1 宗教学 1･2･3･4 後 2 1

心理学概論 1･2･3･4 前 2 1 心理学概論 1･2･3･4 前 2 1

芸術学 1･2･3･4 前 2 1 芸術学 1･2･3･4 前 2 1

日本文学史 1･2･3･4 前 2 1 日本文学史 1･2･3･4 前 2 1

史学概論 1･2･3･4 前 2 1 史学概論 1･2･3･4 前 2 1

小計（7科目） － 0 14 0 1 0 1 0 0 兼3 小計（7科目） － 0 14 0 1 0 1 0 0 兼4

憲法 1･2･3･4 前 2 1 憲法 1･2･3･4 前 2 2

法学 1･2･3･4 後 2 1 法学 1･2･3･4 後 2 1

政治学 1･2･3･4 前 2 1 政治学 1･2･3･4 前 2 1

経済学 1･2･3･4 前 2 1 経済学 1･2･3･4 前 2 1

経営学 1･2･3･4 後 2 1 経営学 1･2･3･4 後 2 1

社会学 1･2･3･4 後 2 1 社会学 1･2･3･4 後 2 1 1

小計（6科目） － 0 12 0 2 0 1 0 0 兼2 小計（6科目） － 0 12 0 1 1 1 0 0 兼3

生物学 1･2･3･4 後 2 1 生物学 1･2･3･4 後 2 1

人間工学 1･2･3･4 後 2 1 人間工学 1･2･3･4 後 2 1

物理学 1･2･3･4 前 2 1 物理学 1･2･3･4 前 2 1

地球科学 1･2･3･4 後 2 1 地球科学 1･2･3･4 後 2 1

数学 1･2･3･4 前 2 1 数学 1･2･3･4 前 2 1

小計（5科目） － 0 10 0 0 0 0 0 0 兼3 小計（5科目） － 0 10 0 0 0 0 0 0 兼5

ドイツ語Ⅰ 1･2 前 1 1 ドイツ語Ⅰ 1･2 前 1 1

ドイツ語Ⅱ 1･2 後 1 1 ドイツ語Ⅱ 1･2 後 1 1

フランス語Ⅰ 1･2 前 1 1 フランス語Ⅰ 1･2 前 1 1

フランス語Ⅱ 1･2 後 1 1 フランス語Ⅱ 1･2 後 1 1

中国語Ⅰ 1･2 前 1 1 中国語Ⅰ 1･2 前 1 1

中国語Ⅱ 1･2 後 1 1 中国語Ⅱ 1･2 後 1 1

日本語能力試験対策Ⅰ 1･2 前 1 1 1 日本語能力試験対策Ⅰ 1･2 前 1 1

日本語能力試験対策Ⅱ 1･2 後 1 1 1 日本語能力試験対策Ⅱ 1･2 後 1 1

小計（8科目） － 0 8 0 2 0 0 0 0 兼3 小計（8科目） － 0 8 0 2 0 0 0 0 兼2

グローバル社会を生きるＡ 1 前 2 1 1 グローバル社会を生きるＡ 1 前 2 1 1

グローバル社会を生きるＢ 1 後 2 1 グローバル社会を生きるＢ 1 後 2 1

小計（2科目） － 2 2 0 1 0 0 0 0 兼2 小計（2科目） － 2 2 0 1 0 0 0 0 兼2

キャリアデザインⅠ 1 前 2 1 キャリアデザインⅠ 1 前 2 1 1

キャリアデザインⅡ 2 前 2 1 1 キャリアデザインⅡ 2 前 2 1 1

キャリアデザインⅢ 2 後 2 1 1 キャリアデザインⅢ 2 後 2 1 1

キャリアデザインⅣ 3 後 2 1 キャリアデザインⅣ 3 後 2 1

インターンシップ 3･4 通 2 2 1 インターンシップ 3･4 通 2 1 1 1

小計（5科目） － 0 10 0 2 0 0 0 0 兼1 小計（5科目） － 0 10 0 2 1 0 0 0 兼1

２　授業科目の概要

＜国際教養学部　国際教養学科＞
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【認可時又は届出時】

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

スポーツ実技Ⅰ 1 前 1 1 スポーツ実技Ⅰ 1 前 1 1

スポーツ実技Ⅱ 1 後 1 1 スポーツ実技Ⅱ 1 後 1 1

健康づくり運動論 2･3･4 前 2 1 健康づくり運動論 2･3･4 前 2 1

小計（3科目） － 0 4 0 0 0 0 0 0 兼1 小計（3科目） － 0 4 0 0 0 0 0 0 兼1

情報機器の操作Ⅰ 1 前 2 1 1 情報機器の操作Ⅰ 1 前 2 1 1

情報機器の操作Ⅱ 1 後 2 1 1 情報機器の操作Ⅱ 1 後 2 1 1

情報処理概論 1 前 2 1 情報処理概論 1 後 2 1

小計（3科目） － 0 6 0 1 0 0 0 0 兼1 小計（3科目） － 0 6 0 1 0 0 0 0 兼1

Human Studies 特論 1 前 2 2 1 1 Human Studies 特論 1 前 2 1 1 3

Social Studies 特論 1 後 2 2 1 Social Studies 特論 1 後 2 1 2

Local & Regional
Studies 特論

2 前 2 1 2
Local & Regional
Studies 特論

2 前 2 3

Global Studies 特論 2 後 2 2 2 1 Global Studies 特論 2 後 2 1 2 2

小計（4科目） － 8 0 0 4 2 1 0 0 兼3 小計（4科目） － 8 0 0 2 2 2 0 0 兼6

Human Studies 演習 3･4 後 2 1 Human Studies 演習 3･4 後 2 1

Social Studies 演習 3･4 前 2 1 Social Studies 演習 3･4 前 2 1

Local & Regional
Studies 演習

3･4 後 2 1
Local & Regional
Studies 演習

3･4 後 2 1

Global Studies 演習 3･4 前 2 1 Global Studies 演習 3･4 前 2 1

国際社会貢献研究 3･4 後 2 1 国際社会貢献研究 3･4 後 2 1

地域社会貢献研究 3･4 前 2 1 地域社会貢献研究 3･4 前 2 1

小計（6科目） － 0 12 0 2 2 1 0 0 兼0 小計（6科目） － 0 12 0 2 2 1 0 0 兼0

宗教人類学 2･3･4 前 2 1 宗教人類学 2･3･4 前 2 1

死生学 2･3･4 後 2 1 死生学 2･3･4 後 2 1

心理学研究法Ａ 1･2･3･4 前 2 1 心理学研究法Ａ 1･2･3･4 前 2 1

心理学研究法Ｂ 1･2･3･4 後 2 1 心理学研究法Ｂ 1･2･3･4 後 2 1

神経心理学 2･3･4 前 2 1 神経・生理心理学 2･3･4 前 2 1

知覚心理学 2･3･4 前 2 1 知覚・認知心理学Ａ 2･3･4 前 2 1

認知心理学 2･3･4 後 2 1 知覚・認知心理学Ｂ 2･3･4 後 2 1

心理統計学基礎 2･3･4 前 4 1 心理学統計法 2･3･4 前 4 1

心理学基礎実験 2･3･4 後 3 1 心理学実験Ⅰ 2･3･4 後 3 1

心理学実験Ⅱ 3･4 後 2 1

学習・言語心理学 2･3･4 前 2 1 1

教育心理学 1･2･3･4 前 2 1 教育・学校心理学Ａ 1･2･3･4 後 2 1

発達心理学 1･2･3･4 後 2 1 発達心理学 1･2･3･4 後 2 1

青年心理学 1･2･3･4 前 2 1 青年心理学 1･2･3･4 前 2 1

心身の発達と学習過程 1･2･3･4 後 2 1 心身の発達と学習過程 1･2･3･4 後 2 1

臨床心理学 2･3･4 前 2 1 臨床心理学概論 2･3･4 前 2 1

パーソナリティ心理学 2･3･4 前 2 1 感情・人格心理学 2･3･4 前 2 1

障がい児・者の心理学 2･3･4 前 2 1 障害者・障害児心理学 2･3･4 前 2 1

心理アセスメント演習Ａ 2･3･4 前 2 1 心理的アセスメントＡ 2･3･4 前 2 1

心理アセスメント演習Ｂ 2･3･4 後 2 1 心理的アセスメントＢ 2･3･4 後 2 1

臨床心理実務倫理 2･3･4 後 2 1 関係行政論 2･3･4 後 2 1

医学概論 2･3･4 後 2 1 人体の構造と機能及び疾病 2･3･4 後 2 1

精神医学 2･3･4 後 2 1 精神疾患とその治療 2･3･4 後 2 1

心理学的支援法 2･3･4 後 2 1 1

認知行動療法 2･3･4 後 2 1 認知行動療法 2･3･4 後 2 1

精神分析学 2･3･4 前 2 1 精神分析学 2･3･4 前 2 1

心理面接基礎演習Ａ 2･3･4 通 4 1 心理演習Ａ 2･3･4 通 4 1

心理面接基礎演習Ｂ 2･3･4 通 4 1 心理演習Ｂ 2･3･4 通 4 1

臨床心理実地実習 3･4 通 5 2 心理実習 3･4 通 5 1 1

公認心理師の職責 1･2･3･4 前 2 1

小計（26科目） － 0 62 0 0 1 2 0 0 兼4 小計（29科目） － 0 68 0 0 1 2 0 0 兼4
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兼
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・
兼
担

家族心理学 2･3･4 後 2 1 社会・集団・家族心理学Ｂ 2･3･4 後 2 1

学校心理学 2･3･4 前 2 1 教育・学校心理学Ｂ 2･3･4 前 2 1

社会心理学 1･2･3･4 後 2 1 社会・集団・家族心理学Ａ 1･2･3･4 後 2 1

コミュニティ心理学 2･3･4 後 2 1 コミュニティ心理学 2･3･4 後 2 1

健康心理学 2･3･4 後 2 1 健康・医療心理学 2･3･4 後 2 1

福祉心理学 2･3･4 後 2 1

犯罪非行心理学 2･3･4 前 2 1 司法・犯罪心理学 2･3･4 前 2 1

産業・組織心理学 2･3･4 後 2 1 産業・組織心理学 2･3･4 後 2 1

発達支援論 2･3･4 前 2 1 発達支援論 2･3･4 前 2 1

地域経済 3･4 前 2 1 地域経済 3･4 前 2 1

アジア経済とビジネス 3･4 前 2 1 アジア経済とビジネス 3･4 前 2 1

ヨーロッパ経済論 3･4 後 2 1 ヨーロッパ経済論 3･4 後 2 1

日本経済と社会 3･4 前 2 1 日本経済と社会 3･4 前 2 1

経済学Ⅰ 2･3･4 前 2 1 経済学Ⅰ 2･3･4 前 2 1

経済学Ⅱ 2･3･4 後 2 1 経済学Ⅱ 2･3･4 後 2 1

経済学史 3･4 後 2 1 経済学史 3･4 後 2 1

経営学概論 2･3･4 前 2 1 経営学概論 2･3･4 前 2 1

経営管理論 2･3･4 後 2 1 経営管理論 2･3･4 後 2 1

人的資源管理論 2･3･4 後 2 1 人的資源管理論 2･3･4 後 2 1

経営組織論 2･3･4 前 2 1 経営組織論 2･3･4 前 2 1

会計学 1･2･3･4 後 2 1 会計学 1･2･3･4 後 2 1

簿記 1･2･3･4 前 2 1 簿記 1･2･3･4 前 2 1

マーケティング論 2･3･4 後 2 1 マーケティング論 2･3･4 後 2 1

コーポレート・ファイナンス 3･4 後 2 1 コーポレート・ファイナンス 3･4 後 2 1

企業の社会的責任 3･4 前 2 1 企業の社会的責任 3･4 前 2 1

ビジネスと法 3･4 後 2 1 ビジネスと法 3･4 後 2 1

プロジェクト演習 2･3･4 通 4 1 プロジェクト演習 2･3･4 通 4 1

ビジネス・プレゼンテーション 2･3･4 後 2 1 ビジネス・プレゼンテーション 2･3･4 後 2 1

小計（27科目） － 0 56 0 3 0 0 0 0 兼9 小計（29科目） － 0 60 0 2 2 0 0 0 兼9

日本史通論 2･3･4 前 2 1 日本史通論 2･3･4 前 2 1

日本文化史 2･3･4 前 2 1 日本文化史 2･3･4 前 2 1

日本政治史 2･3･4 後 2 1 日本政治史 2･3･4 後 2 1

東アジア交渉史 2･3･4 後 2 1 東アジア交渉史 2･3･4 後 2 1

現代日本の生活と文化 1･2･3･4 前 2 1 現代日本の生活と文化 1･2･3･4 前 2 1

日本人論 2･3･4 前 2 1 日本人論 2･3･4 前 2 1

日本のサブ・カルチャー 2･3･4 後 2 1 日本のサブ・カルチャー 2･3･4 後 2 1

世界近現代史 1･2･3･4 前 2 1 世界近現代史 1･2･3･4 前 2 1

歴史社会学 2･3･4 後 2 1 歴史社会学 2･3･4 後 2 1

イギリスの生活と文化 1･2･3･4 後 2 1 イギリスの生活と文化 1･2･3･4 後 2 1

アメリカの生活と文化 1･2･3･4 前 2 1 アメリカの生活と文化 1･2･3･4 前 2 1

ドイツの生活と文化 1･2･3･4 後 2 1 ドイツの生活と文化 1･2･3･4 後 2 1

フランスの生活と文化 1･2･3･4 前 2 1 フランスの生活と文化 1･2･3･4 前 2 1

ロシアの生活と文化 1･2･3･4 前 2 1 ロシアの生活と文化 1･2･3･4 前 2 1

インドの生活と文化 1･2･3･4 後 2 1 インドの生活と文化 1･2･3･4 後 2 1

中国の生活と文化 1･2･3･4 後 2 1 中国の生活と文化 1･2･3･4 後 2 1

比較芸術論 1･2･3･4 後 2 1 比較芸術論 1･2･3･4 後 2 1

ドイツ語会話Ⅰ 2･3･4 前 1 1 ドイツ語会話Ⅰ 2･3･4 前 1 1

ドイツ語会話Ⅱ 2･3･4 後 1 1 ドイツ語会話Ⅱ 2･3･4 後 1 1

フランス語会話Ⅰ 2･3･4 前 1 1 フランス語会話Ⅰ 2･3･4 前 1 1

フランス語会話Ⅱ 2･3･4 後 1 1 フランス語会話Ⅱ 2･3･4 後 1 1

中国語会話Ⅰ 2･3･4 前 1 1 中国語会話Ⅰ 2･3･4 前 1 1

中国語会話Ⅱ 2･3･4 後 1 1 中国語会話Ⅱ 2･3･4 後 1 1

異文化コミュニケーション 2･3･4 後 2 1 異文化コミュニケーション 2･3･4 後 2 1

Career English 2･3･4 後 1 1 Career English 2･3･4 後 1 1

Practical Reading
in English

2･3･4 前 1 1
Practical Reading
in English

2･3･4 前 1 1

Practical English
Listening

2･3･4 前 1 1
Practical English
Listening

2･3･4 前 1 1

Ｍedia English 2･3･4 後 1 1 Ｍedia English 2･3･4 後 1 1

Interactive English Ⅰ 2･3･4 前 1 1 Interactive English Ⅰ 2･3･4 前 1 1

Interactive English Ⅱ 2･3･4 後 1 1 Interactive English Ⅱ 2･3･4 後 1 1

Assertion Training 2･3･4 後 1 1 Assertion Training 2･3･4 後 1 1

English through
Content

2･3･4 後 1 1
English through
Content

2･3･4 後 1 1

English and Culture 2･3･4 後 1 1 English and Culture 2･3･4 後 1 1

Debates in English 2･3･4 後 1 1 Debates in English 2･3･4 後 1 1

小計（34科目） － 0 52 0 3 2 1 0 0 兼9 小計（34科目） － 0 52 0 3 1 1 0 0 兼12

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目
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域
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済
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門
　
　
科
　
　
目
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域
・
経
済
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・
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語

文
化
・
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【令和元年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

【認可時又は届出時】

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

国際社会論 3･4 前 2 1 国際社会論 3･4 前 2 1

マスコミ論 2･3･4 後 2 1 マスコミ論 2･3･4 後 2 1

グローバル化と日本社会 2･3･4 前 2 1 グローバル化と日本社会 2･3･4 前 2 1

国際関係論 2･3･4 前 2 1 国際関係論 2･3･4 前 2 1

国際経済学 3･4 前 2 1 国際経済学 3･4 前 2 1

国際金融論 3･4 後 2 1 国際金融論 3･4 後 2 1

国際政治経済学 3･4 前 2 1 国際政治経済学 3･4 前 2 1

グローバル・ビジネス論Ⅰ 2･3･4 前 2 1 グローバル・ビジネス論Ⅰ 2･3･4 前 2 1

グローバル・ビジネス論Ⅱ 2･3･4 後 2 1 グローバル・ビジネス論Ⅱ 2･3･4 後 2 1

国際ビジネス・リテラシー 2･3･4 前 2 1 国際ビジネス・リテラシー 2･3･4 後 2 1

アントルプレナー論 3･4 後 2 1 アントルプレナー論 3･4 後 2 1

イベント・プロデュースＡ 2･3･4 前 2 1 イベント・プロデュースＡ 2･3･4 前 2 1

イベント・プロデュースＢ 2･3･4 後 2 1 イベント・プロデュースＢ 2･3･4 後 2 1

海外研修ＡⅠ 1･2･3･4 通 4 2 1 1 海外研修ＡⅠ 1･2･3･4 通 4 1 1 1 1

海外研修ＡⅡ 1･2･3･4 通 4 2 1 1 海外研修ＡⅡ(未開講) 1･2･3･4 通 4 1 1 1 1

海外研修ＢⅠ 3･4 通 4 2 1 1 海外研修ＢⅠ(未開講) 3･4 通 4 1 1 1 1

海外研修ＢⅡ 3･4 通 4 2 1 1 海外研修ＢⅡ(未開講) 3･4 通 4 1 1 1 1

海外研修ＣⅠ 1･2･3･4 通 4 2 1 1 海外研修ＣⅠ 1･2･3･4 通 4 1 1 1 1

海外研修ＣⅡ 1･2･3･4 通 4 2 1 1 海外研修ＣⅡ(未開講) 1･2･3･4 通 4 1 1 1 1

ビジネス統計 1･2･3･4 後 2 1 ビジネス統計 1･2･3･4 後 2 1

情報管理 1･2･3･4 後 2 1 情報管理 1･2･3･4 後 2 1

情報管理演習Ⅰ 2･3･4 前 2 1 情報管理演習Ⅰ 2･3･4 前 2 1

情報管理演習Ⅱ 2･3･4 後 2 1 情報管理演習Ⅱ 2･3･4 後 2 1

情報システム論 3･4 前 2 1 情報システム論 3･4 前 2 1

情報処理演習Ⅰ 3･4 前 2 1 情報処理演習Ⅰ 3･4 前 2 1

情報処理演習Ⅱ 3･4 後 2 1 情報処理演習Ⅱ 3･4 後 2 1

マルチメディア演習 2･3･4 後 2 1 マルチメディア演習 2･3･4 後 2 1

ネットワーク論 2･3･4 前 2 1 ネットワーク論 2･3･4 前 2 1

情報イノベーション 2･3･4 後 2 1 情報イノベーション 2･3･4 後 2 1

小計（29科目） － 0 70 0 4 1 1 0 0 兼6 小計（29科目） － 0 70 0 4 2 1 0 0 兼6

ゼミナールⅠ 1 前 2 4 1 2 ゼミナールⅠ 1 前 2 5 2 2

ゼミナールⅡ 1 後 2 4 1 2 ゼミナールⅡ 1 後 2 5 2 2

ゼミナールⅢ 3 通 4 7 2 2 ゼミナールⅢ 3 通 4 6 2 2

ゼミナールⅣ 4 通 4 7 2 2 ゼミナールⅣ 4 通 4 6 2 2

小計（4科目） － 12 0 0 7 2 2 0 0 兼0 小計（4科目） － 12 0 0 6 2 2 0 0 兼0

合計（187科目） － 32 330 0 8 4 2 0 0 兼37 合計（192科目） － 32 340 0 7 4 3 0 0 兼45

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

必修科目として３２単位、選択科目として共通科目・専門科目の中から９４単位以上修得すること。
ただし、選択科目には、次の①～④のとおり単位を修得し、これに含ませること。
①共通科目『リベラルアーツ基礎』の５分野の中から３分野以上１０単位修得。
②専門科目『国際教養／総合演習』の中から４単位修得。
③専門科目『文化・言語』の「現代日本の生活と文化」「イギリスの生活と文化」「アメリカの生活
と文化」「ドイツの生活と文化」「フランスの生活と文化」「ロシアの生活と文化」「インドの生活
と文化」「中国の生活と文化」の８科目の中から４単位修得。
④専門科目の中から５０単位以上修得。

（履修科目の登録の上限：１～３年次４２単位、４年次５０単位（年間））

必修科目として３２単位、選択科目として共通科目・専門科目の中から９４単位以上修得すること。
ただし、選択科目には、次の①～④のとおり単位を修得し、これに含ませること。
①共通科目『リベラルアーツ基礎』の５分野の中から３分野以上１０単位修得。
②専門科目『国際教養／総合演習』の中から４単位修得。
③専門科目『文化・言語』の「現代日本の生活と文化」「イギリスの生活と文化」「アメリカの生活
と文化」「ドイツの生活と文化」「フランスの生活と文化」「ロシアの生活と文化」「インドの生活
と文化」「中国の生活と文化」の８科目の中から４単位修得。
④専門科目の中から５０単位以上修得。

（履修科目の登録の上限：１～３年次４２単位、４年次５０単位（年間））

専
門
科
目

国
際
社
会

専
門
科
目

国
際
社
会

ゼ
ミ
ナ
ー

ル

ゼ
ミ
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英語ＡⅠ 1 前 1 1 1 3 英語ＡⅠ 1 前 1 1 4

英語ＡⅡ 1 後 1 1 1 3 英語ＡⅡ 1 後 1 1 4

英語ＢⅠ 1 前 1 1 1 3 英語ＢⅠ 1 前 1 1 4

英語ＢⅡ 1 後 1 1 1 3 英語ＢⅡ 1 後 1 1 4

英語ＣⅠ 1 前 1 1 4 英語ＣⅠ 1 前 1 1 4

英語ＣⅡ 1 後 1 1 4 英語ＣⅡ 1 後 1 1 4

英語ＤⅠ 1 前 1 1 4 英語ＤⅠ 1 前 1 1 4

英語ＤⅡ 1 後 1 1 4 英語ＤⅡ 1 後 1 1 4

英語ＥⅠ 2 前 1 1 1 2 英語ＥⅠ 2 前 1 1 4

英語ＥⅡ 2 後 1 1 1 2 英語ＥⅡ 2 後 1 1 4

英語ＦⅠ 2･3･4 前 1 1 英語ＦⅠ 2･3･4 前 1 1 1

英語ＦⅡ 2･3･4 後 1 1 英語ＦⅡ 2･3･4 後 1 1 1

英語ＧⅠ 2･3･4 前 1 1 英語ＧⅠ 2･3･4 前 1 1

英語ＧⅡ 2･3･4 後 1 1 英語ＧⅡ 2･3･4 後 1 1

小計（14科目） － 10 4 0 0 1 1 0 0 兼7 小計（14科目） － 10 4 0 0 1 0 0 0 兼9

論理的思考法 1 前 2 1 論理的思考法 1 前 2 1

論理的表現法 1 後 2 1 論理的表現法 1 後 2 1

プレゼンテーションＡ
（日本語）

1 後 2 1
プレゼンテーションＡ
（日本語）

1 後 2 1

プレゼンテーションＢ
（English）

2･3･4 前 2 1
プレゼンテーションＢ
（English）

2･3･4 前 2 1

小計（4科目） － 0 8 0 0 0 1 0 0 兼1 小計（4科目） － 0 8 0 0 0 1 0 0 兼1

哲学 1･2･3･4 前 2 1 哲学 1･2･3･4 前 2 1

倫理学 1･2･3･4 前 2 1 倫理学 1･2･3･4 前 2 1

宗教学 1･2･3･4 後 2 1 宗教学 1･2･3･4 後 2 1

心理学概論 1･2･3･4 前 2 1 心理学概論 1･2･3･4 前 2 1

芸術学 1･2･3･4 前 2 1 芸術学 1･2･3･4 前 2 1

日本文学史 1･2･3･4 前 2 1 日本文学史 1･2･3･4 前 2 1

史学概論 1･2･3･4 前 2 1 史学概論 1･2･3･4 前 2 1

小計（7科目） － 0 14 0 1 0 1 0 0 兼3 小計（7科目） － 0 14 0 1 0 1 0 0 兼3

憲法 1･2･3･4 前 2 1 憲法 1･2･3･4 前 2 1

法学 1･2･3･4 後 2 1 法学 1･2･3･4 後 2 1

政治学 1･2･3･4 前 2 1 政治学 1･2･3･4 前 2 1

経済学 1･2･3･4 前 2 1 経済学 1･2･3･4 前 2 1

経営学 1･2･3･4 後 2 1 経営学 1･2･3･4 後 2 1

社会学 1･2･3･4 後 2 1 社会学 1･2･3･4 後 2 1

小計（6科目） － 0 12 0 2 0 1 0 0 兼2 小計（6科目） － 0 12 0 2 0 1 0 0 兼2

生物学 1･2･3･4 後 2 1 生物学 1･2･3･4 後 2 1

人間工学 1･2･3･4 後 2 1 人間工学 1･2･3･4 後 2 1

物理学 1･2･3･4 前 2 1 物理学 1･2･3･4 前 2 1

地球科学 1･2･3･4 後 2 1 地球科学 1･2･3･4 後 2 1

数学 1･2･3･4 前 2 1 数学 1･2･3･4 前 2 1

小計（5科目） － 0 10 0 0 0 0 0 0 兼3 小計（5科目） － 0 10 0 0 0 0 0 0 兼3

ドイツ語Ⅰ 1･2 前 1 1 ドイツ語Ⅰ 1･2 前 1 1

ドイツ語Ⅱ 1･2 後 1 1 ドイツ語Ⅱ 1･2 後 1 1

フランス語Ⅰ 1･2 前 1 1 フランス語Ⅰ 1･2 前 1 1

フランス語Ⅱ 1･2 後 1 1 フランス語Ⅱ 1･2 後 1 1

中国語Ⅰ 1･2 前 1 1 中国語Ⅰ 1･2 前 1 1

中国語Ⅱ 1･2 後 1 1 中国語Ⅱ 1･2 後 1 1

日本語能力試験対策Ⅰ 1･2 前 1 1 1 日本語能力試験対策Ⅰ 1･2 前 1 1

日本語能力試験対策Ⅱ 1･2 後 1 1 1 日本語能力試験対策Ⅱ 1･2 後 1 1

小計（8科目） － 0 8 0 2 0 0 0 0 兼3 小計（8科目） － 0 8 0 2 0 0 0 0 兼2

グローバル社会を生きるＡ 1 前 2 1 1 グローバル社会を生きるＡ 1 前 2 1 1

グローバル社会を生きるＢ 1 後 2 1 グローバル社会を生きるＢ 1 後 2 1

小計（2科目） － 2 2 0 1 0 0 0 0 兼2 小計（2科目） － 2 2 0 1 0 0 0 0 兼2

キャリアデザインⅠ 1 前 2 1 キャリアデザインⅠ 1 前 2 1

キャリアデザインⅡ 2 前 2 1 1 キャリアデザインⅡ 2 前 2 1 1

キャリアデザインⅢ 2 後 2 1 1 キャリアデザインⅢ 2 後 2 1 1

キャリアデザインⅣ 3 後 2 1 キャリアデザインⅣ 3 後 2 1

インターンシップ 3･4 通 2 2 1 インターンシップ 3･4 通 2 1 1

小計（5科目） － 0 10 0 2 0 0 0 0 兼1 小計（5科目） － 0 10 0 2 0 0 0 0 兼1

スポーツ実技Ⅰ 1 前 1 1 スポーツ実技Ⅰ 1 前 1 1

スポーツ実技Ⅱ 1 後 1 1 スポーツ実技Ⅱ 1 後 1 1

健康づくり運動論 2･3･4 前 2 1 健康づくり運動論 2･3･4 前 2 1

小計（3科目） － 0 4 0 0 0 0 0 0 兼1 小計（3科目） － 0 4 0 0 0 0 0 0 兼1

情報機器の操作Ⅰ 1 前 2 1 1 情報機器の操作Ⅰ 1 前 2 1 1

情報機器の操作Ⅱ 1 後 2 1 1 情報機器の操作Ⅱ 1 後 2 1 1

情報処理概論 1 後 2 1 情報処理概論 1 後 2 1

小計（3科目） － 0 6 0 1 0 0 0 0 兼1 小計（3科目） － 0 6 0 1 0 0 0 0 兼1

【平成３０年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担
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当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
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報
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【平成３０年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

Human Studies 特論 1 前 2 2 1 1 Human Studies 特論 1 前 2 2 1 1

Social Studies 特論 1 後 2 2 1 Social Studies 特論 1 後 2 2 1

Local & Regional
Studies 特論

2 前 2 1 2
Local & Regional
Studies 特論

2 前 2 3

Global Studies 特論 2 後 2 2 2 1 Global Studies 特論 2 後 2 1 2 2

小計（4科目） － 8 0 0 4 2 1 0 0 兼3 小計（4科目） － 8 0 0 4 2 1 0 0 兼4

Human Studies 演習 3･4 後 2 1 Human Studies 演習 3･4 後 2 1

Social Studies 演習 3･4 前 2 1 Social Studies 演習 3･4 前 2 1

Local & Regional
Studies 演習

3･4 後 2 1
Local & Regional
Studies 演習

3･4 後 2 1

Global Studies 演習 3･4 前 2 1 Global Studies 演習 3･4 前 2 1

国際社会貢献研究 3･4 後 2 1 国際社会貢献研究 3･4 後 2 1

地域社会貢献研究 3･4 前 2 1 地域社会貢献研究 3･4 前 2 1

小計（6科目） － 0 12 0 2 2 1 0 0 兼0 小計（6科目） － 0 12 0 2 2 1 0 0 兼0

宗教人類学 2･3･4 前 2 1 宗教人類学 2･3･4 前 2 1

死生学 2･3･4 後 2 1 死生学 2･3･4 後 2 1

心理学研究法Ａ 1･2･3･4 前 2 1 心理学研究法Ａ 1･2･3･4 前 2 1

心理学研究法Ｂ 1･2･3･4 後 2 1 心理学研究法Ｂ 1･2･3･4 後 2 1

神経心理学 2･3･4 前 2 1 神経・生理心理学 2･3･4 前 2 1

知覚心理学 2･3･4 前 2 1 知覚・認知心理学Ａ 2･3･4 前 2 1

認知心理学 2･3･4 後 2 1 知覚・認知心理学Ｂ 2･3･4 後 2 1

心理統計学基礎 2･3･4 前 4 1 心理学統計法 2･3･4 前 4 1

心理学基礎実験 2･3･4 後 3 1 心理学実験Ⅰ 2･3･4 後 3 1

心理学実験Ⅱ 3･4 後 2 1

学習・言語心理学 2･3･4 前 2 1 1

教育心理学 1･2･3･4 後 2 2 教育・学校心理学Ａ 1･2･3･4 後 2 2

発達心理学 1･2･3･4 後 2 1 発達心理学 1･2･3･4 後 2 1

青年心理学 1･2･3･4 前 2 1 青年心理学 1･2･3･4 前 2 1

心身の発達と学習過程 1･2･3･4 後 2 1 心身の発達と学習過程 1･2･3･4 後 2 1

臨床心理学 2･3･4 前 2 1 臨床心理学概論 2･3･4 前 2 1

パーソナリティ心理学 2･3･4 前 2 1 感情・人格心理学 2･3･4 前 2 1

障がい児・者の心理学 2･3･4 前 2 1 障害者・障害児心理学 2･3･4 前 2 1

心理アセスメント演習Ａ 2･3･4 前 2 1 心理的アセスメントＡ 2･3･4 前 2 1

心理アセスメント演習Ｂ 2･3･4 後 2 1 心理的アセスメントＢ 2･3･4 後 2 1

臨床心理実務倫理 2･3･4 後 2 1 関係行政論 2･3･4 後 2 1

医学概論 2･3･4 後 2 1 人体の構造と機能及び疾病 2･3･4 後 2 1

精神医学 2･3･4 後 2 1 精神疾患とその治療 2･3･4 後 2 1

心理学的支援法 2･3･4 後 2 1 1

認知行動療法 2･3･4 後 2 1 認知行動療法 2･3･4 後 2 1

精神分析学 2･3･4 前 2 1 精神分析学 2･3･4 前 2 1

心理面接基礎演習Ａ 2･3･4 通 4 1 心理演習Ａ 2･3･4 通 4 1

心理面接基礎演習Ｂ 2･3･4 通 4 1 心理演習Ｂ 2･3･4 通 4 1

臨床心理実地実習 3･4 通 5 2 心理実習 3･4 通 5 2

公認心理師の職責 1･2･3･4 前 2 1

小計（26科目） － 0 62 0 0 1 2 0 0 兼4 小計（29科目） － 0 68 0 0 1 2 0 0 兼4

家族心理学 2･3･4 後 2 1 社会・集団・家族心理学Ｂ 2･3･4 後 2 1

学校心理学 2･3･4 前 2 1 教育・学校心理学Ｂ 2･3･4 前 2 1

社会心理学 1･2･3･4 後 2 1 社会・集団・家族心理学Ａ 1･2･3･4 後 2 1

コミュニティ心理学 2･3･4 後 2 1 コミュニティ心理学 2･3･4 後 2 1

健康心理学 2･3･4 後 2 1 健康・医療心理学 2･3･4 後 2 1

福祉心理学 2･3･4 後 2 1

犯罪非行心理学 2･3･4 前 2 1 司法・犯罪心理学 2･3･4 前 2 1

産業・組織心理学 2･3･4 後 2 1 産業・組織心理学 2･3･4 後 2 1

発達支援論 2･3･4 前 2 1 発達支援論 2･3･4 前 2 1

地域経済 3･4 前 2 1 地域経済 3･4 前 2

アジア経済とビジネス 3･4 前 2 1 アジア経済とビジネス 3･4 前 2

ヨーロッパ経済論 3･4 後 2 1 ヨーロッパ経済論 3･4 後 2 1

日本経済と社会 3･4 前 2 1 日本経済と社会 3･4 前 2 1

経済学Ⅰ 2･3･4 前 2 1 経済学Ⅰ 2･3･4 前 2 1

経済学Ⅱ 2･3･4 後 2 1 経済学Ⅱ 2･3･4 後 2 1

経済学史 3･4 後 2 1 経済学史 3･4 後 2 1

経営学概論 2･3･4 前 2 1 経営学概論 2･3･4 前 2 1

経営管理論 2･3･4 後 2 1 経営管理論 2･3･4 後 2 1

人的資源管理論 2･3･4 後 2 1 人的資源管理論 2･3･4 後 2 1

経営組織論 2･3･4 前 2 1 経営組織論 2･3･4 前 2 1

会計学 1･2･3･4 後 2 1 会計学 1･2･3･4 後 2 1

簿記(未開講) 1･2･3･4 前 2 1 簿記 1･2･3･4 前 2 1

マーケティング論 2･3･4 後 2 1 マーケティング論 2･3･4 後 2 1

総
合
演
習

総
合
演
習

人
間
理
解

人
間
理
解
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際
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【平成３０年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

コーポレート・ファイナンス 3･4 後 2 1 コーポレート・ファイナンス 3･4 後 2 1

企業の社会的責任 3･4 前 2 1 企業の社会的責任 3･4 前 2 1

ビジネスと法 3･4 後 2 1 ビジネスと法 3･4 後 2 1

プロジェクト演習 2･3･4 通 4 1 プロジェクト演習 2･3･4 通 4 1

ビジネス・プレゼンテーション 2･3･4 後 2 1 ビジネス・プレゼンテーション 2･3･4 後 2 1

小計（27科目） － 0 56 0 3 0 0 0 0 兼9 小計（29科目） － 0 60 0 3 1 0 0 0 兼9

日本史通論 2･3･4 前 2 1 日本史通論 2･3･4 前 2 1

日本文化史 2･3･4 前 2 1 日本文化史(未開講) 2･3･4 前 2 1

日本政治史 2･3･4 後 2 1 日本政治史 2･3･4 後 2 1

東アジア交渉史 2･3･4 後 2 1 東アジア交渉史 2･3･4 後 2 1

現代日本の生活と文化 1･2･3･4 前 2 1 現代日本の生活と文化 1･2･3･4 前 2 1

日本人論 2･3･4 前 2 1 日本人論 2･3･4 前 2 1

日本のサブ・カルチャー 2･3･4 後 2 1 日本のサブ・カルチャー 2･3･4 後 2 1

世界近現代史 1･2･3･4 前 2 1 世界近現代史 1･2･3･4 前 2 1

歴史社会学 2･3･4 後 2 1 歴史社会学 2･3･4 後 2 1

イギリスの生活と文化 1･2･3･4 後 2 1 イギリスの生活と文化 1･2･3･4 後 2 1

アメリカの生活と文化 1･2･3･4 前 2 1 アメリカの生活と文化 1･2･3･4 前 2 1

ドイツの生活と文化 1･2･3･4 後 2 1 ドイツの生活と文化 1･2･3･4 後 2 1

フランスの生活と文化 1･2･3･4 前 2 1 フランスの生活と文化 1･2･3･4 前 2 1

ロシアの生活と文化 1･2･3･4 前 2 1 ロシアの生活と文化 1･2･3･4 前 2 1

インドの生活と文化 1･2･3･4 後 2 1 インドの生活と文化 1･2･3･4 後 2 1

中国の生活と文化 1･2･3･4 後 2 1 中国の生活と文化 1･2･3･4 後 2 1

比較芸術論 1･2･3･4 後 2 1 比較芸術論 1･2･3･4 後 2 1

ドイツ語会話Ⅰ 2･3･4 前 1 1 ドイツ語会話Ⅰ 2･3･4 前 1 1

ドイツ語会話Ⅱ 2･3･4 後 1 1 ドイツ語会話Ⅱ 2･3･4 後 1 1

フランス語会話Ⅰ 2･3･4 前 1 1 フランス語会話Ⅰ 2･3･4 前 1 1

フランス語会話Ⅱ 2･3･4 後 1 1 フランス語会話Ⅱ 2･3･4 後 1 1

中国語会話Ⅰ 2･3･4 前 1 1 中国語会話Ⅰ 2･3･4 前 1 1

中国語会話Ⅱ 2･3･4 後 1 1 中国語会話Ⅱ 2･3･4 後 1 1

異文化コミュニケーション 2･3･4 後 2 1 異文化コミュニケーション 2･3･4 後 2 1

Career English 2･3･4 後 1 1 Career English 2･3･4 後 1 1

Practical Reading in
English

2･3･4 前 1 1
Practical Reading in
English

2･3･4 前 1 1

Practical English
Listening

2･3･4 前 1 1
Practical English
Listening

2･3･4 前 1 1

Ｍedia English 2･3･4 後 1 1 Ｍedia English 2･3･4 後 1 1

Interactive English Ⅰ 2･3･4 前 1 1 Interactive English Ⅰ 2･3･4 前 1 1

Interactive English Ⅱ 2･3･4 後 1 1 Interactive English Ⅱ 2･3･4 後 1 1

Assertion Training 2･3･4 後 1 1 Assertion Training 2･3･4 後 1 1

English through
Content

2･3･4 後 1 1
English through
Content

2･3･4 後 1 1

English and Culture 2･3･4 後 1 1 English and Culture 2･3･4 後 1 1

Debates in English 2･3･4 後 1 1 Debates in English 2･3･4 後 1 1

小計（34科目） － 0 52 0 3 1 2 0 0 兼9 小計（34科目） － 0 52 0 3 1 1 0 0 兼12

国際社会論 3･4 前 2 1 国際社会論 3･4 前 2 1

マスコミ論 2･3･4 後 2 1 マスコミ論 2･3･4 後 2 1

グローバル化と日本社会 2･3･4 前 2 1 グローバル化と日本社会 2･3･4 前 2 1

国際関係論 2･3･4 前 2 1 国際関係論 2･3･4 前 2 1

国際経済学 3･4 前 2 1 国際経済学 3･4 前 2 1

国際金融論 3･4 後 2 1 国際金融論 3･4 後 2 1

国際政治経済学 3･4 前 2 1 国際政治経済学 3･4 前 2 1

グローバル・ビジネス論Ⅰ 2･3･4 前 2 1 グローバル・ビジネス論Ⅰ 2･3･4 前 2 1

グローバル・ビジネス論Ⅱ 2･3･4 後 2 1 グローバル・ビジネス論Ⅱ 2･3･4 後 2 1

国際ビジネス・リテラシー 2･3･4 前 2 1 国際ビジネス・リテラシー 2･3･4 後 2 1

アントルプレナー論 3･4 後 2 1 アントルプレナー論 3･4 後 2 1

イベント・プロデュースＡ 2･3･4 前 2 1 イベント・プロデュースＡ 2･3･4 前 2 1

イベント・プロデュースＢ 2･3･4 後 2 1 イベント・プロデュースＢ 2･3･4 後 2 1

海外研修ＡⅠ(未開講) 1･2･3･4 通 4 2 1 1 海外研修ＡⅠ 1･2･3･4 通 4 1 1 1

海外研修ＡⅡ(未開講) 1･2･3･4 通 4 2 1 1 海外研修ＡⅡ(未開講) 1･2･3･4 通 4 1 1 1

海外研修ＢⅠ 3･4 通 4 2 1 1 海外研修ＢⅠ(未開講) 3･4 通 4 1 1 1

海外研修ＢⅡ 3･4 通 4 2 1 1 海外研修ＢⅡ(未開講) 3･4 通 4 1 1 1

海外研修ＣⅠ(未開講) 1･2･3･4 通 4 2 1 1 海外研修ＣⅠ(未開講) 1･2･3･4 通 4 1 1 1

海外研修ＣⅡ(未開講) 1･2･3･4 通 4 2 1 1 海外研修ＣⅡ(未開講) 1･2･3･4 通 4 1 1 1

ビジネス統計 1･2･3･4 後 2 1 ビジネス統計 1･2･3･4 後 2 1

情報管理 1･2･3･4 後 2 1 情報管理 1･2･3･4 後 2 1

情報管理演習Ⅰ 2･3･4 前 2 1 情報管理演習Ⅰ 2･3･4 前 2 1

情報管理演習Ⅱ 2･3･4 後 2 1 情報管理演習Ⅱ 2･3･4 後 2 1

情報システム論 3･4 前 2 1 情報システム論 3･4 前 2 1
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【平成３０年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

情報処理演習Ⅰ 3･4 前 2 1 情報処理演習Ⅰ 3･4 前 2 1

情報処理演習Ⅱ 3･4 後 2 1 情報処理演習Ⅱ 3･4 後 2 1

マルチメディア演習 2･3･4 後 2 1 マルチメディア演習 2･3･4 後 2 1

ネットワーク論 2･3･4 前 2 1 ネットワーク論 2･3･4 前 2 1

情報イノベーション 2･3･4 後 2 1 情報イノベーション 2･3･4 後 2 1

小計（29科目） － 0 70 0 4 1 1 0 0 兼6 小計（29科目） － 0 70 0 4 1 1 0 0 兼7

ゼミナールⅠ 1 前 2 4 1 2 ゼミナールⅠ 1 前 2 5 1 2

ゼミナールⅡ 1 後 2 4 1 2 ゼミナールⅡ 1 後 2 5 1 2

ゼミナールⅢ 3 通 4 7 2 2 ゼミナールⅢ 3 通 4 6 2 2

ゼミナールⅣ 4 通 4 7 2 2 ゼミナールⅣ 4 通 4 6 2 2

小計（4科目） － 12 0 0 7 2 2 0 0 兼0 小計（4科目） － 12 0 0 6 2 2 0 0 兼0

合計（187科目） － 32 330 0 8 3 3 0 0 兼39 合計（192科目） － 32 340 0 7 3 2 0 0 兼45

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
　　　・  本授業科目表は、開設年度から提出年度までの間において実際に実施された授業科目に関する情報として記入してください。
　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。
　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を
　　　　黒字で記入してください。その上で、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。
　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。
　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。
　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

必修科目として３２単位、選択科目として共通科目・専門科目の中から９４単位以上修得すること。た
だし、選択科目には、次の①～④のとおり単位を修得し、これに含ませること。
①共通科目『リベラルアーツ基礎』の５分野の中から３分野以上１０単位修得。
②専門科目『国際教養／総合演習』の中から４単位修得。
③専門科目『文化・言語』の「現代日本の生活と文化」「イギリスの生活と文化」「アメリカの生活と
文化」「ドイツの生活と文化」「フランスの生活と文化」「ロシアの生活と文化」「インドの生活と文
化」「中国の生活と文化」の８科目の中から４単位修得。
④専門科目の中から５０単位以上修得。

（履修科目の登録の上限：１～３年次４２単位、４年次５０単位（年間））

必修科目として３２単位、選択科目として共通科目・専門科目の中から９４単位以上修得すること。た
だし、選択科目には、次の①～④のとおり単位を修得し、これに含ませること。
①共通科目『リベラルアーツ基礎』の５分野の中から３分野以上１０単位修得。
②専門科目『国際教養／総合演習』の中から４単位修得。
③専門科目『文化・言語』の「現代日本の生活と文化」「イギリスの生活と文化」「アメリカの生活と
文化」「ドイツの生活と文化」「フランスの生活と文化」「ロシアの生活と文化」「インドの生活と文
化」「中国の生活と文化」の８科目の中から４単位修得。
④専門科目の中から５０単位以上修得。

（履修科目の登録の上限：１～３年次４２単位、４年次５０単位（年間））

専
門
科
目

国
際
社
会

専
門
科
目

国
際
社
会

ゼ
ミ
ナ
ー

ル

ゼ
ミ
ナ
ー

ル

12



【平成２９年度】

【平成３０年度】

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　 　　　

・英語科目のクラス設定見直しによる担当教員変更に伴い「英語ＡⅠ」「英語ＡⅡ」「英語ＢⅠ」「英語ＢⅡ」「英語ＣⅠ」「英語Ｃ
Ⅱ」「英語ＤⅠ」「英語ＤⅡ」の兼任・兼担の配置を「３」から「４」に変更。
・教育効果を高めるため、「情報処理概論」の配当年次を「１前」から「１後」に変更。
・教職課程認定申請の変更により、「教育心理学」の配当年次を「1･2･3･4前」から「1･2･3･4後」に変更。また、兼任・兼担の配置を
「１」から「２」に変更。
・専任教員未就任（退職）による担当教員変更に伴い、「Practical English Listening」「Interactive English Ⅰ」「Interactive
English Ⅱ」「Assertion Training」の専任教員等の配置を「准教授１」から「講師１」に変更。

　　　　 　　　

・英語科目の担当教員変更に伴い、「英語ＥⅠ」「英語ＥⅡ」の兼任・兼担の配置を「３」から「４」に変更。
・英語科目の担当教員変更に伴い、「英語ＦⅠ」「英語ＦⅡ」の兼任・兼担の配置を「０」から「１」に変更。
・専任教員の退職による担当教員変更に伴い、「インターンシップ」の専任教員等の配置を「教授２」から「教授１」に変更。
・専任教員の退職による担当教員変更に伴い、「Local & Regional Studies 特論」の専任教員等の配置が「教授１」から「教授０」に変
更となり、兼任・兼担の配置が「２」から「３」に変更。
・専任教員の退職による担当教員変更に伴い、「Global Studies 特論」の専任教員等の配置が「教授２」から「教授１」に変更となり、
兼任・兼担の配置が「１」から「２」に変更。
・「公認心理師」資格取得（平成29年年9月15日付で施行）に対応するため、授業科目の名称を「神経心理学」から「神経・生理心理学」
に変更。
・「公認心理師」資格取得（平成29年年9月15日付で施行）に対応するため、授業科目の名称を「知覚心理学」から「知覚・認知心理学
Ａ」に変更。
・「公認心理師」資格取得（平成29年年9月15日付で施行）に対応するため、授業科目の名称を「認知心理学」から「知覚・認知心理学
Ｂ」に変更。
・「公認心理師」資格取得（平成29年年9月15日付で施行）に対応するため、授業科目の名称を「心理統計学基礎」から「心理学統計法」
に変更。
・「公認心理師」資格取得（平成29年年9月15日付で施行）に対応するため、授業科目の名称を「心理学基礎実験」から「心理学実験Ⅰ」
に変更。
・「公認心理師」資格取得（平成29年年9月15日付で施行）に対応するため、授業科目の名称を「教育心理学」から「教育・学校心理学
Ａ」に変更。
・「公認心理師」資格取得（平成29年年9月15日付で施行）に対応するため、授業科目の名称を「臨床心理学」から「臨床心理学概論」に
変更。
・「公認心理師」資格取得（平成29年年9月15日付で施行）に対応するため、授業科目の名称を「パーソナリティ心理学」から「感情・人
格心理学」に変更。
・「公認心理師」資格取得（平成29年年9月15日付で施行）に対応するため、授業科目の名称を「障がい児・者の心理学」から「障害者・
障害児心理学」に変更。
・「公認心理師」資格取得（平成29年年9月15日付で施行）に対応するため、授業科目の名称を「心理アセスメント演習Ａ」から「心理的
アセスメントＡ」に変更。
・「公認心理師」資格取得（平成29年年9月15日付で施行）に対応するため、授業科目の名称を「心理アセスメントＢ」から「心理的アセ
スメントＢ」に変更。
・「公認心理師」資格取得（平成29年年9月15日付で施行）に対応するため、授業科目の名称を「臨床心理実務倫理」から「関係行政論」
に変更。また、科目区分を「人間理解」から「地域・経済」に変更。

・「公認心理師」資格取得（平成29年年9月15日付で施行）に対応するため、授業科目の名称を「医学概論」から「人体の構造と機能及び
疾病」に変更。
・「公認心理師」資格取得（平成29年年9月15日付で施行）に対応するため、授業科目の名称を「精神医学」から「精神疾患とその治療」
に変更。
・「公認心理師」資格取得（平成29年年9月15日付で施行）に対応するため、授業科目の名称を「心理面接基礎演習Ａ」から「心理演習
Ａ」に変更。
・「公認心理師」資格取得（平成29年年9月15日付で施行）に対応するため、授業科目の名称を「心理面接基礎演習Ｂ」から「心理演習
Ｂ」に変更。
・「公認心理師」資格取得（平成29年年9月15日付で施行）に対応するため、授業科目の名称を「臨床心理実地実習」から「心理実習」に
変更。
・「公認心理師」資格取得（平成29年年9月15日付で施行）に対応するため、授業科目の名称を「家族心理学」から「社会・集団・家族心
理学Ｂ」に変更。
・「公認心理師」資格取得（平成29年年9月15日付で施行）に対応するため、授業科目の名称を「学校心理学」から「教育・学校心理学
Ｂ」に変更。
・「公認心理師」資格取得（平成29年年9月15日付で施行）に対応するため、授業科目の名称を「社会心理学」から「社会・集団・家族心
理学Ａ」に変更。
・「公認心理師」資格取得（平成29年年9月15日付で施行）に対応するため、授業科目の名称を「健康心理学」から「健康・医療心理学」
に変更。
・「公認心理師」資格取得（平成29年年9月15日付で施行）に対応するため、授業科目の名称を「犯罪非行心理学」から「司法・犯罪心理
学」に変更。
・「公認心理師」資格取得（平成29年年9月15日付で施行）に対応するため、新規授業科目「心理学実験Ⅱ」「学習・言語心理学」「心理
学的支援法」「公認心理師の職責」「福祉心理学」を追加。
・専任教員の退職による担当教員変更に伴い、「地域経済」「アジア経済とビジネス」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授０」
に変更。
・専任教員の退職による担当教員変更に伴い、「Practical English Listening」「Interactive English Ⅰ」「Interactive English
Ⅱ」「Assertion Training」の専任教員等の配置が「講師１」から「講師０」に変更となり、兼任・兼担の配置が「０」から「１」に変
更。
・専任教員の退職による担当教員変更に伴い、「グローバル・ビジネス論Ⅰ」「グローバル・ビジネス論Ⅱ」の専任教員等の配置を「教
授１」から「准教授１」に変更。
・兼任教員の未就任による担当教員変更に伴い、「国際ビジネス・リテラシー」の兼任・兼担の配置が「１」から「０」に変更となり、
専任教員等の配置が「教授０」から「教授１」に変更。また、配当年次を「2･3･4前」から「2･3･4後」に変更。

・専任教員の退職による担当教員変更に伴い、「海外研修ＡⅠ」「海外研修ＡⅡ」「海外研修ＢⅠ」「海外研修ＢⅡ」「海外研修ＣⅠ」
「海外研修ＣⅡ」の専任教員等の配置を「教授２」から「教授１」に変更。
・専任教員の退職による担当教員変更及び教育効果を高めるため、「ゼミナールⅠ」「ゼミナールⅡ」の専任教員等の配置を「教授４」
から「教授５」に変更。
・専任教員の退職による担当教員変更に伴い、「ゼミナールⅢ」「ゼミナールⅣ」の専任教員等の配置を「教授７」から「教授６」に変
更。

13



【令和元年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

・専任講師１名採用（補充）により、「英語ＣⅠ」「英語ＣⅡ」「英語ＤⅠ」「英語ＤⅡ」「英語ＥⅠ」「英語ＥⅡ」の専任教員等の配
置を「講師０」から「講師１」に、併せて兼任・兼担の配置を「４」から「３」に変更。
・教育効果を高めるためのクラス増により、「哲学」「倫理学」の兼任・兼担の配置を「０」から「１」に、「憲法」を「１」から
「２」に変更し、「社会学」を「０」から「１」に変更。
・教授の負担軽減のため、他の准教授が担当するものとし、「経済学」の専任教員等の配置を「教授１」から「准教授１」に変更。
・准教授１名採用（補充）により、「キャリアデザインⅠ」「インターンシップ」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」
に変更。
・専任教員の担当科目調整により、「Human Studies 特論」の専任教員等の配置を「教授２」から「教授１」に変更し、併せて兼任・兼
担の配置を「１」から「３」に変更。また、「Social Studies 特論」の専任教員等の配置を「教授２」から「教授１」に変更し、「准教
授１」から「准教授２」に変更。
・教育職員免許法及び施行規則の改正（再課程認定）に伴う教育課程の変更により、「教育心理学」の兼任・兼担の配置を「２」から
「１」に変更。
・「公認心理師」資格取得（平成29年年9月15日付で施行）に対応するための担当教員変更により、「心理実習」の専任教員等の配置を
「准教授０」から「准教授１」に変更し、併せて兼任・兼担の配置を「２」から「１」に変更。
・准教授１名就任により、「地域経済」「アジア経済とビジネス」「経営管理論」の専任教員等の配置を「教授１」から「准教授１」に
変更（平成30年3月にて退職した専任教員の後任補充）。
・准教授１名就任により、「海外研修ＡⅠ」「海外研修ＡⅡ」「海外研修ＢⅠ」「海外研修ＢⅡ」「海外研修ＣⅠ」「海外研修ＣⅡ」の
専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」に変更（平成30年3月にて退職した専任教員の後任補充）。
・准教授１名就任により、「ゼミナールⅠ」「ゼミナールⅡ」の専任教員等の配置を「准教授１」から「准教授２」に変更（平成30年3月
にて退職した専任教員の後任補充）。

　　　　 　　　

　　　　 　　　

（２） 授業科目数

備考
必修 選択 自由 計（Ａ） 必修 選択 自由 計

0 187 19

設置時の計画 変更状況

[　0　] [　5　] [　0　] [　5　]

173 0 19219 168
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ なし

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ なし

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能なかぎり具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

187

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（４） 廃止科目

廃止の理由，代替措置の有無

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

　該当なし

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0 ％
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区　　　分
今後の

の実施計画

設　置　時

（２９年４月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（３０年２月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（３１年３月）

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等 履　行　状　況

留意事項 履行中

・完成年度前に、定年
規程に定める退職年齢
を超える専任教員数の
割合が比較的高いこと
から、定年規程の趣旨
を踏まえた適切な運用
に努めるとともに、教
員組織編制の将来構想
について着実に実施す
ること。

(29)退職等による後任補充
にあたっては、教育・研究
水準の維持に留意しつつ、
教育組織の継続性を担保で
きるよう、専門領域、職
位、年齢構成のバランスに
配慮しながら公募を行うと
ともに、若手教員の昇任人
事を視野に入れて研究活動
を奨励していく。

　留意事項として付された
定年規程に定める退職年齢
を超える教員4名について
は、任期満了後の専任教員
欠員による採用計画におい
て、高齢化を是正し、かつ
バランスのよい年齢構成の
教員編成に配慮しながら完
成年度となる平成32年度内
に教員採用を行う予定であ
る。

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

改善意見 履行中

・国際教養学部国際教
養学科において、定年
規程に定める退職年齢
を超える専任教員数の
割合が比較的高いこと
から、定年規程の趣旨
を踏まえた適切な運用
に努めるとともに、教
員組織編制の将来構想
について検討するこ
と。

(30)退職等による後任補充
にあたっては、引き続き教
育・研究水準の維持に留意
しつつ、教育組織の継続性
を担保できるよう、専門領
域、職位、年齢構成のバラ
ンスに配慮しながら公募を
行うとともに、若手教員の
昇任人事を視野に入れて研
究活動を奨励していく。

　改善意見のあった、定年
規程に定める退職年齢を超
える教員4名については、任
期満了後の専任教員欠員に
よる採用計画において、高
齢化を是正し、かつバラン
スのよい年齢構成の教員編
成に配慮しながら完成年度
となる平成32年度内に教員
採用を行う予定である。

該当なし

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、調査結果が公表された年度の年を記入してください。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

①　入学者選抜方法及び選抜体制 ①　推薦入試（指定校・公募）の選抜方法について、

　・推薦入試（指定校・公募）の選抜方法 　　公募推薦の場合のみ小論文を追加。

　　書類審査と面接等によって国際教養学部への適性と

　　幅広い知識と学力を測る。

　　　列席した。

　　・学生参加型FDの試み

　　・紙媒体による授業アンケート

　　・外部講師を招いてのICT研修会

　　・学生参加型FDの試み

　　　授業実施期間を通して、WEBによる授業アンケートを実施

    ・紙媒体による授業アンケート

    　後期第14回 or 第15回の授業において実施

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

７　その他全般的事項

＜国際教養学部　国際教養学科＞

（１） 設置計画変更事項等

　ｃ　委員会の審議事項等

　　・本年度のFD活動について（前年度の踏襲とその活性化への方策）

　　・FD研修について

②　実施状況（平成30年度実績）

　ａ　実施内容

　　・WEBによる授業アンケート

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　・「FD推進センター」（委員5名: 教育学部2名、国際教養学部3名）により、授業方法、内容等の改善に取り組み、

　　　大学としての教育力の向上を図っている。 ※「FD推進センター規則」添付

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　・FD推進センター会議は、平成31年4月24日（水）に第1回が開催され、副学長と委員5名全員、及び担当事務員が

　　・授業実践報告会

　　　全専任教員を5グループに分けて、年間5回実施

　　・授業の全面公開（教員相互の授業見学）

　　・授業実践報告会

　ｂ　実施方法

　　・WEBによる授業アンケート

　　・授業の全面公開（教員相互の授業見学）

　　　専任・非常勤を問わず、すべての授業の随時見学が可能
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　　・外部講師を招いてのICT研修会

　　　「ICT研修会：アクティブ・ラーニングの手法を通して」

　　・学生参加型FDの試み

      FD推進センター委員と学生FD委員がペアになっての授業見学

　　・紙媒体による授業アンケート

　　・外部講師を招いてのICT研修会

　　　10月に実施（専任教員の約90％が参加）

　　・学生参加型FDの試み

　　　2ペアが授業見学を実施

　　　ための教員間の議論を促していく。

　　・紙媒体による授業アンケートに関しては、結果を担当者に返し、それを受けての改善案を提出

　　・前期末と後期末に、紙媒体による授業アンケートを実施

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　・WEBによる授業アンケート

　　・授業の全面公開（教員相互の授業見学）

　　・授業実践報告会

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

    ・WEBによるアンケート結果は、授業担当者、学長、学部長、FD推進センター長へ同時配信され、授業担当者は授業

      の中で受講生全員に回答

    ・紙媒体によるアンケート結果は、集計結果をHPの「学内ポータル」にアップし、学生が閲覧できるようにした。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　　　5月・6月・7月・11月・1月に実施（専任教員の平均参加率75％）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　・WEBによる授業アンケート、授業の全面公開（教員相互の授業見学）、授業実践報告会を踏まえ、授業づくりの

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

    ・授業実施期間を通して、WEBによる授業アンケートを実施

（４） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　　国際教養学部は、日本を学び、異文化を学び、グローバル社会に対応できる英語を学び、それらを基盤として社会

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　　該当なし

　を1名採用することで学生の履修に影響がないよう手配し、全ての開講科目に支障なく対応した。その他、公認心理

　師法が平成29年年9月15日付で施行されたことに伴い、「公認心理師」資格取得に対応する授業科目を追加・変更し

　ているが、設置の趣旨・目的に沿って、設置時の計画どおりに履行した。

　　また、開設3年目となる今年度（令和元年度）においては、過年度までに退職した2名の専任教員（1名は未就任

　により補充した教員が退職）を補充すべく、新たに2名（准教授1名、講師1名）の専任教員を採用し、設置時の計画

　どおりに専任教員14名で、開始している。

　に貢献できる能力を持つ人材の養成を主たる目的とする。

　　平成29年度は、当該学部開設1年目で、教員組織において専任教員1名が未就任であったが、当該教員に替わる専任

　教員1名を採用した。その他、授業科目の概要等に関しては、設置の趣旨・目的に沿って、設置時の計画どおりに履

　行した。

　　開設2年目の昨年度（平成30年度）は、2名の専任教員が退職したが、当該教員の担当授業科目については、他に

　担当教員がいる授業科目、既存の専任教員の担当科目数を増やすことにより対応できる授業科目、また、兼任教員
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　　・令和２年７月末日　公表（予定）

　ｂ　公表方法

　　・大学ホームページ上に公開予定（令和２年７月末を予定）

③　認証評価を受ける計画

　　完成年度に向け、引き続き学生確保に努めていくと共に、学部の目的を達成するために設置計画を確実に実行に移

　していく。

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書（令和元年度）

　　・平成２９年度に評価機関（公益財団法人　日本高等教育評価機構）の評価を受け、「適合」認定を得た。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

（注）・　今後公表する予定の場合は、「有」にマルを記入してください。今後も公表する予定がない場合は、

　　　　「無」にマルを記入してください。

　ａ　ホームページへの公表予定の有無　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表有の場合の公表（予定）時期　　（　令和元年７月末日　　）

　ｂ　公表無の場合の特段の理由　　（　　　　　　　　　　　　　　　）
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開智国際大学ＦＤ推進センター規則

（平成 22年 9月 22日制定）

（趣旨）

第 1 条 この規則は、開智国際大学（以下、「本学」という。）において、ファカルティ・ディベロップ

メント（以下、「FD」という。）を推進するための実施体制等について定める。 

（FD の定義） 
第２条 FD とは、本学の教育理念並びに教育目標に基づき、教員の自主的・自律的な教育改善を推進す

る活動（教育研究の向上、促進を含む）とそれを支援するため、教職員が協働して組織的な研修及び

研究をする活動をいう。

（業務）

第３条 FD 推進センター（以下、「センター」という。）は、次の各号に掲げる業務を行う。 
（１）FD に関する情報の収集及び提供 
（２）授業アンケートの実施

（３）授業公開の実施

（４）FD 推進のための研究会等の実施 
（５）その他 FD 推進、実施に関すること 

（センター長）

第４条 センターにセンター長１名を置く。

２ センター長はセンターの業務を統括し、センターを代表する。

３ センター長は本学専任教員の中から学長が指名する。

４ センター長の任期は２年とし、再任は妨げない。

（センター運営委員）

第５条 センターにセンター運営委員を若干名置く。

２ センター運営委員はセンター会議を構成し、センター長統括のもとセンターの運営にあたる。

３ センター運営委員は本学専任教員の中から学長が指名する。

４ センター運営委員の任期は２年とし、再任は妨げない。

（センター会議）

第６条 センターにセンター会議を置く。

２ センター会議は、センター長が召集し、その議長となる。

３ センター会議は、次の各号に掲げる審議を行う。

（１）授業アンケートに関すること

（２）授業公開に関すること

（３）FD 推進のための研究会等に関すること 
（４）その他 FD に関すること 

（センターの事務）

第７条 センターの事務は、総務会計課が処理する。

附 則

この規則は、平成 22 年 9月 22 日から施行する。 

附 則

この規則は、平成 27 年 4月 1日から施行する。
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